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令和８年度第１回酒田市介護保険運営協議会 会議録 

 

・日時 

令和８年７月１５日（水）午後２時４５分～午後３時５０分 

・場所 

酒田市役所 第２委員会室 

・出席者 

 黒澤勲委員、今野紀子委員、足達武男委員、鈴木淳一委員、奥山悟委員、 

菊池裕基委員、村上悦美委員、矢島慎也委員、佐藤ルミ子委員、伊藤春恵委員 

欠席：佐藤真紀委員 

・事務局 

 健康福祉部 小田医療介護連携調整監 

 高齢者支援課 齋藤課長、船越補佐、鈴木主査、佐藤主査、池田主査、 

堀係長、阿部主任 

――― 

 

１ 開会 

２ あいさつ 

３ 会長の選出及び会長職務代理者の指名 

 会長 互選により、菊池裕基委員を選出 

 会長職務代理者 会長により、足達武男委員を指名 

 

４ 協議 

（１）令和７年度酒田市介護保険事業実施状況について 

～ 資料説明 ～ 

（菊池会長） 

 ただいまの説明について、委員の皆様からご質問、ご意見等はありますでしょうか。 

～ なし ～ 

 

（２）令和７年度介護保険特別会計決算見込みについて 

（３）第９期介護保険事業計画の進捗管理について 

～ 資料説明 ～ 

（菊池会長） 

この２つについて併せて説明がありましたが、ご質問、ご意見等はありますでしょ

うか。 

～ なし ～ 
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５ 報告 

（１）令和８年度市民認知症講演会の実施について 

～ 資料説明 ～ 

（菊池会長） 

 何かご質問ご意見等あれば、お受けしたいと思います。この講演会は毎年している

のでしょうか。 

（事務局） 

 認知症講演会については隔年開催にしておりまして、令和７年度はありませんでし

たが、８年度に行うものです。 

先ほどの計画策定懇話会（第１回酒田市高齢者保健福祉計画、介護保険事業計画及

び認知症施策推進計画策定に関する懇話会）の方でも重度の認知症で生活に支障があ

る高齢者数は減っているということを申し上げました。国の方でも、日常生活は送っ

ているものの、軽度の認知症にある方は、潜在的にかなりおり、そうした方の予防的

な対策がこれからは重要になってくるという計画を立てていますので、こうしたこと

から今年度、軽度の方々について市民の方から理解をいただき、市としてどのように

取り組んでいくかというところを勉強したいと思っています。 

（菊池会長） 

軽度でも、症状が進むと、重度になっていくのでしょうから、早めの取り組みを、

ということだと思います。広くＰＲしてもらえればと思います。他に、よろしいでし

ょうか。 

～ なし ～ 

 

（２）令和８年度酒田市介護サービス事業者連絡協議会研修会・意見交換会の実施に

ついて 

～ 資料説明 ～ 

（菊池会長） 

この件について、皆さまからご意見ご質問等はありますでしょうか。これも、さき

ほどと同じ８月２５日の開催となるのですね。 

（事務局） 

 講師の都合上、ハローワーク酒田さんと講演会の先生について、同じ日になりまし

た。対象者としましては、介護サービス事業所連絡協議会の方は、主に事業所にお勤

めになっている方を対象とし、市民認知症講演会については、一般の市民の方からの

参加ということで呼びかけさせていただければと考えます。関心のある介護サービス

事業所の方々には、認知症講演会でも参加できる方もいらっしゃると思うのですが、

このような開催日の設定になったことは今後課題として反省したいと思います。この

ように、参加者対象者を分けて設定して、ＰＲして進めていければと考えております。 

（菊池会長） 

 この研修会は、久々に行うのですか。 
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（事務局） 

 研修会については、令和７年１２月に、一つの部会（訪問部会）で意見交換をさせ

ていただきました。コロナ禍においては対面が規制された事情がありましたが、令和

７年度、そして令和８年度と、だんだんと活動を元の形に、なおかつ今の時勢に合っ

た形にして、活動を進めてまいりたいと考えています。 

（伊藤委員） 

 研修会のテーマは、介護サービス事業所連絡協議会の方々が決めた内容なのでしょ

うか。 

（事務局） 

 テーマについては、いくつかの介護事業所の方々から、人材の確保という点で非常

に苦慮しているというお声を実際にお聞きする場面がありました。求人を出しても、

なかなか思うように集まらない、就職してもらっても、定着していかない。事業所と

しての育成を、どのようにしていけばいいのかというお悩みの声を頂戴することがあ

りました。そういったご意見を踏まえ、事務局として、ハローワーク酒田さんと相談

の上で、このような内容を設定させていただきました。 

（菊池会長） 

 他にありますでしょうか。 

～ なし ～ 

 

（３）介護サービス事業者に対する緊急的な支援について 

～ 資料説明 ～ 

（菊池会長） 

物価高騰が続いているということでの支援だと思います。皆様の方からご質問等あ

りますでしょうか。 

～ なし ～ 

 

（菊池会長） 

それでは、「報告」は、以上で終了します。全体的に、皆さまの方から何かあります

でしょうか。 

（今野委員） 

 猛暑の中、高齢者が若い人たちと住んでいるのではなく、高齢者だけで住んでいる

世帯も多いのですが、水分の摂取や、エアコンの適切な手法とか、そうしたことにつ

いては、デイサービスに行っていたり、施設に入所したりしていれば、日中はそこで 

対処できると思います。また、自宅にいながら熱中症になるというケースも、テレビ

で見ることが多いのですが、こうした方たちに指導する、教えていくというのは、ど

のようにしているのか、教えてほしいのですが。 

（事務局） 

 熱中症対策ということで、近年猛暑も続いておりまして、具体的にはサービス利用
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してる方々については、デイサービスのお迎えときに、事前にバイタルチェックをす

る、またはホームヘルパーさんが入るということがあります。サービスを使っていな

い方については心配されるところでありまして、酒田市の場合、地域包括支援センタ

ーの職員が熱中症アンバサダーということで、大塚製薬さんと協力をしまして、熱中

症の対応についての研修を受けておりまして、そうした職員の方が訪問のときに声掛

けをするなどの対応をとっているところです。ただ、実際のところは、お会いになっ

たときへの対応は、やはり普段からの地域の中での見守りが一番と思っておりまして、

こうした点は民生委員さん、福祉協力員さんの方々からの声かけの力が、酒田市でも

大きいのかなと思っています。こうした関係機関の方々との連携を通じまして、リス

クの高い方などの情報がありましたら、それぞれに個別対応をしているという状況で

す。なお参考ですが、山形県の方で今年度、低所得者を対象としたエアコン設置の助

成を始めたところでありまして、酒田市の方でも地域包括支援センター、ケアマネジ

ャーさんと打ち合わせをしたところです。先日も、その手続き方法について酒田市に

問い合わせがあったりするなど、市民の方々も、そうしたことに注意を払って生活を

されているのだなと思ったところです。 

（黒澤委員） 

 エアコンのことについて、お年寄りで、自分では熱さ、寒さを感じられなくて、暖

房をつけている人もいます。エアコンを設置する、設置しないというのは、電気代の

こともあるのではないかと思うのです。一方的にエアコンをつけなきゃだめだと言う

のは簡単ですが、その電気代の補助も考えてほしいと思います。 

（事務局） 

 冬期間であれば、低所得者向けの灯油助成がありますので、そうした方々の夏場に

ついて、こうしたリスクがあるのだということを勉強したところですので、今後参考

にさせていただければと思います。 

（村上委員） 

 昨年度の最後のこの協議会でのことだったかと思うのですが、地域包括支援センタ

ーの職員に対しての、一人ひとりの専門職員に対しての抱え込みですとか、そういっ

たものがないようにということで、そういう会議を持ちたいという話題があったかと

思います。今年度に入ってからの取り組みだったかと思うのですが、今年度に入って

のその実施状況ですとか、もしまだであれば、これからの予定があればお伺いしたい

と思います。 

（事務局） 

 地域包括支援センター職員の資質向上的なところで申し上げますと、今年度体系的

に、専門職研修ということで、全体研修を６月に初回ということで行ったところで、

これからも順次全体の研修を３回程度予定しています。また、それぞれの３職種、保

健師、主任ケアマネジャー、社会福祉士という専門職の研修も、年間開設ということ

で実施しまして、地域包括支援センターの資質向上というところと、市の後方支援と

いうことで実施を予定しているところです。また、抱え込みといいますと、権利擁護
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的な成年後見のところであるとか、地域包括支援センターも窓口として相談に乗り、 

専門的なところに繋げるという話も少し含まれないのかなと思っておりました。先ほ

ど酒田市社会福祉協議会さんが設置しました権利擁護・成年後見センターと、市の方

でも虐待の相談となれば、地区担当職員が同行し、ケースについては、市の方で引き

とってその後の対応をしていくということもありますので、そういった意味での抱え

込みがなくなるように努めてまいりたいと思います。 

（黒澤委員） 

 施設の労働者不足が今話題になっていますが、働き手がいないために受け入れる人

を減らすということがあるようです。先の意見交換会での、人材確保についてという

話も結構だと思うのですが、具体的な策として、外国人労働者を採用する際の補助金

のようなものを設けて、雇用しやすくする。衣食住や車の免許などの問題があります

が、具体的なツールはありますでしょうか。 

（事務局） 

 市内でも、数年前と比べますと外国人介護人材が増えています。その中で困ってい

ることは、やはり日本語の習得、住居のこと、仲介事業者への費用もかかるというこ

とで、それでも施設サービスを維持するためにということでご苦労されているという

ところを伺っています。支援策としましては、国から県単位の補助事業ということで

あり、市町村にはそういった事業が直接降りてこない状況にありまして、例えば市共

生社会課で行っております、資格を取るため、日常生活を送るための日本語教室、商

工港湾課の方では、人材支援ということに繋がるための補助であるとか、こうしたと

ころを市として紹介をしていく状況にあります。 

（黒澤委員） 

 市単独で予算を出して、独自でやるというのは。 

（事務局） 

 限りある財源の中でということになります。今のところは、県補助のメニューとし

てあるものを使っていただくのが、まずは一番だと思っています。市としての具体例

を申し上げますと、例えば市営アパートの空いているところに入れないのか、といっ

た相談は受けております。ただ、市営住宅の管理に関する様々な法律の規制などがあ

りまして、すぐには貸せないとか、そういったところの間に入っての調整はこれから

もしていきたいと思いますが、今のところ直接的に助成をするというところには至っ

ておりません。 

（菊池会長） 

 ほかにありませんか。 

  ～ なし ～ 

それでは、進行を事務局にお返しします。 

 

６ その他 

（事務局） 
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 次第の「６ その他」として、皆さまから何かございますでしょうか。 

（伊藤委員） 

 認定審査会で認定が出るまで４２日間ということで、先ほどの説明でお話があった

と思うのですが、これはいつの時点で、昨年と比べると人数的には減っているのでし

ょうか。 

（事務局） 

 令和６年度公表が４２日間、７年度公表が３６日程度というところで、そういう意

味では短縮をしている状況にあります。前回の協議会で、医師の意見書をもらうまで

の日数、調査をするまでの日数、それらが揃ってからの日数ということでお示しした

と思いますが、酒田市の方で課題として思っているのは、全て資料が揃ってから開催

するまでが、少し時間がかかっているというところです。審査会を電子化するなどに

よって、短縮していければと思っています。また、特別この方を急いでもらいたいと

いう個別事情については対応したいと思っておりまして、審査会を電子化し、資料も

電子化し、当日電送してそのまま審査ということも個別対応しておりますので、そう

いう全体的な短縮と、個別的なものへの対応というところで、少しでも利用者のご希

望に沿えればと、取り組んでいるところです。 

（今野委員） 

 今年の５月下旬から防災気象情報が新しくなり、広報にも載ったり、メディアでも

流れたりしてはいるのですが、やはり命を預かる施設、学校もそうですが、こうした

施設で、この情報がきちんと、職員の皆さんがしっかりと把握しているのかなと。ポ

スターはあったのですが、この更新になる前のものが貼られていて、おや、というと

ころがありました。そこは各施設に委ねられているとは思うのですが、やはり新しく

なりましたという宣伝だけではなく、実際にどこまで利用者さんを守るのかというと

ころで、どうなのかなと思ったのですけれども、これが市の危機管理課の管轄なのか

はわかりませんが、こうした疑問を抱きました。 

（事務局） 

 防災気象情報は、改めて考え直さないといけませんし、施設も困っているのだと思

います。その点は各施設で、おそらく業務継続計画の一環としてそのような状況にな

ったときの対応というのは定めているとは思うのですが、そういったものは更新いた

だけるようにお知らせはしたいと思います。 

（村上委員） 

 その辺の通達の方は来ていまして、それを受け、まず防火管理委員会という委員会

がありますが、その管理者からの全体への発信ということで、防災マニュアルの方も

入れ替えをして、皆さんに研修をして周知しているところです。実際の訓練というと

ころは、今年度の防災計画の中で進めていこうと思っています。 

（事務局） 

 ほかにありますでしょうか。 

それでは以上をもちまして、第１回酒田市介護保険運営協議会を閉会いたします。
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この協議会の第２回目の会議は、来年２月頃の開催を予定しております。本日はあり

がとうございました。 


